
公立大学法人    都留文科大学 

 

第 7回教育研究審議会 

 

議事概要 

開催日：平成 25年 7月 10日（水） 

場 所：本部棟 3階大会議室 

出席者：加藤祐三学長、高田理孝副学長、福田誠治副学長、椎廣行事務局長、浅川博理事、大平栄子学長

補佐、清水雅彦学長補佐、田中昌弥学長補佐、阿毛久芳大学院研究科委員長、寺川宏之初等教育

学科長、牛山恵国文学科長、竹島達也英文学科長、横田力社会学科長、伊香俊哉比較文化学科長 

杉本光司地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、新保祐司国際交流ｾﾝﾀｰ長、鶴田清司ｷｬﾘｱ支援ｾﾝﾀｰ長、小林正人学

生課長、重原達也総務課長 

 

■挨拶 

加藤祐三学長よりあいさつ 

 

議  事 

（1）昇任候補者（比較文化学科）について（人事委員会設置）（継続審議） 

 ○担当より資料 1に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・人事委員会の他学科の委員については、次回の教育研究審議会にて報告。 

他学科委員  初等教育学科、英文学科 

比較文化学科 委員長：学科長 委員：2名 
 

 ＊今回の比較文化学科の昇任については、10月 1日に行うことを前提に行う。 

  他学科については、平成 26年 4月 1日付けで行う。 

 

（2）教員選考規程の一部改正について 

 ○担当より資料 2に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・第 1章中第 4条の次に次の 1条を加える 

 「第 4条の 2 昇任は、原則 4月 1日に行うものとする。ただし、学長が必要と認めるときは 10月 1日

に行うことができる」 

  

（3）平成 26年度教員配置計画について 

 ○担当より資料 3に基づき説明、審議の結果、一部を修正し承認。 

 ・社会学科の人文地理学の○については、平成 26年度採用を意味してしまうので外す。 

 

（4）専任教員（社会学科）の公募について 

 ○担当より資料 4-1、4-2に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ＊平成 27年度採用人事として採用を行う。公募については、平成 25年度の終わりから開始する。 

 

（5）非常勤講師の担当科目コマ発議について（国際交流センター） 



 ○担当より資料 5に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・今回の非常勤講師の採用は、前ｾﾝﾀｰ長とも相談して公募という形で採用を行いたい。ドイツ語は専任

教員が探すよりも公募の方がよい教員が採用できると考えている。 

 

（6）国文学科「国語国文学と世界遺産（富士山）」の新規開設について 

○担当より資料 6に基づき説明、審議の結果、新規開設について承認。 

 

（7）平成 25年度各選考委員会委員について 

 ○資料 7に基づき、各学科から委員を報告。 


